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　児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
方
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。
申
請
さ
れ
た
口
座
へ

の
振
り
込
み
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　８
月
中
に
提
出
を
お
願
い
し

て
い
た
「
平
成
２８
年
度
児
童
扶

養
手
当
現
況
届
」
に
つ
い
て
、

未
提
出
ま
た
は
添
付
書
類
不
備

の
方
は
、
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
が
差
し
止
め
と
な
り
ま
す
。

提
出
な
ど
手
続
き
が
確
認
で
き

た
翌
月
以
降
に
差
し
止
め
た
分

の
手
当
を
支
給
し
ま
す
の
で
、

児
童
扶
養
手
当

１２
月
期
の
支
給
日

巻　末　特　集巻　末　特　集

８～９ページ　

牧野市長
４期目就任に
あたって

初登庁（１０月２８日） お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
対
象

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
（
ひ

と
り
親
家
庭
と
し
て
申
請
、

登
録
さ
れ
て
い
る
方
）

　

▼
支
給
日

　１２
月
９
日
㈮

▼
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課

　家
庭
係

内
線
５
７
３
８

　平
成
２９
年
４
月
採
用
予
定
の

市
職
員
採
用
選
考
（
行
政
職

（
社
会
人
選
考
））
を
実
施
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
採
用
試
験
に

比
べ
、
受
検
可
能
年
齢
を
引
き

上
げ
る
と
と
も
に
、
受
験
を
容

易
に
す
る
た
め
、
教
養
試
験
は

実
施
し
ま
せ
ん
。

▼
選
考
内
容

　下
表
の
と
お
り
。

▼
選
考
実
施
要
綱
と
受
検
申
込

書
・
職
務
経
歴
書
・
小
論
文

指
定
用
紙
の
入
手
方
法

○
人
事
課
、
各
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
窓
口
で
受
け
取
り

○
郵
送
を
希
望
す
る
場
合

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
（
選
考
区
分
と
宛

先
明
記
、
角
形
２
号
）
を
同

封
し
人
事
課
へ
請
求

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド

▼
申
込
方
法

提
出
書
類
を
１２
月
９
日
㈮
、

１０
日
㈯
、
１１
日
㈰
の
う
ち
、

午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
間

に
市
役
所
ま
で
受
検
者
本
人

が
持
参
し
、
受
付
時
に
簡
単

な
面
接
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
書
類

○
受
検
申
込
書

○
職
務
経
歴
書

○
小
論
文
（
指
定
の
用
紙
に

８
０
０
字
以
内
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
―
８
５
０
１

大
久
保
町
２
５
３
４

人
事
課

内
線
２
１
４
１

飯
田
市
職
員
採
用

行
政
職
（
社
会
人
選
考
）

職
員
募
集

通勤、
期末・勤勉、
扶養、住居、
特殊勤務
など

平成２８年１２月９日㈮、
１２月１０日㈯、１２月１１日㈰
のうち、午前９時から
午後５時の間

受付時面接
（１０分程度）

書類選考

行政職
（社会人選考）

３人
程度

本庁
出先機関
など

１４４,６００円
（高校卒）

１５４,３００円
（短大卒）

１６６,１００円
（大学卒）

昭和５２年４月２日以降の出生者
で国、地方公共団体、民間企業
等における職務経験を３年以上
有する者（※２）

平成２９年４月採用予定　飯田市職員採用選考

受検資格
（詳細は選考実施要綱参照）

年　齢資格または免許 手　当初　任　給

給　与（※１）
採用区分 第１次考査 受　付　日

採用
予定
人数

勤務予定
機関

※１　給与は平成２８年４月１日現在の内容であり、採用までの間に変更となる場合があります。また、職歴等経歴に応じて、原則としてこれより高い初任給が支給されます。
※２　職務経験とは、週３０時間以上の勤務をした経験が該当（臨時職員としての期間を含む）し、平成２９年３月末までに通算で３年以上であることを要します。
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　基
本
的
人
権
お
よ
び
自
由
を

尊
重
し
確
保
す
る
た
め
に
採
択

さ
れ
た
「
世
界
人
権
宣
言
」
を

記
念
し
て
、
採
択
日
を
人
権
デ

ー
、
人
権
デ
ー
を
最
終
日
と
す

る
１
週
間
を
人
権
週
間
と
定
め

て
い
ま
す
。

　世
界
人
権
宣
言
の
意
義
を
訴

え
る
と
と
も
に
、
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
高
揚
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

▼
人
権
週
間
期
間

１２
月
４
㈰
～
１０
日
㈯

▼
人
権
デ
ー
期
日

１２
月
１０
日
㈯

▼
問
い
合
わ
せ

男
女
共
同
参
画
課

０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
０

第
６８
回
人
権
週
間

　拉
致
問
題
は
人
権
侵
害
で
す
。

み
ん
な
で
関
心
を
持
ち
、
認
識

を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
期
間

１２
月
１０
日
㈯
～
１６
日
㈮

▼
問
い
合
わ
せ

男
女
共
同
参
画
課

０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
０

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間

　未
収
穫
の
果
実
は
、
カ
ラ
ス

や
サ
ル
な
ど
の
餌
場
と
し
て
被

害
が
常
習
化
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　果
樹
園
を
野
生
鳥
獣
の
餌
場

に
し
な
い
た
め
に
、
次
の
よ
う

な
適
切
な
処
理
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

▼
果
実
は
土
中
に
埋
め
る

　

○
未
収
穫
の
果
実
が
放
置
さ
れ

て
い
る
圃
場
で
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。

○
根
の
少
な
い
樹
間
や
圃
場
周

囲
に
溝
を
掘
り
果
実
を
埋
め

て
く
だ
さ
い
。

○
１
カ
所
に
大
量
に
埋
め
る
場

合
は
、
樹
か
ら
離
れ
た
場
所

に
穴
を
掘
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
落
葉
病
対
策
の
た
め
、
落
ち

葉
も
一
緒
に
埋
め
込
み
処
理

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
点

埋
め
込
ん
だ
果
実
の
肥
料
効

果
は
あ
ま
り
期
待
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
基
肥
は
通
常
ど
お

り
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　農
業
課

　生
産
振
興
係

０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
７

未
収
穫
果
実
の
適
正
な

処
理
に
つ
い
て

　ご
近
所
づ
き
あ
い
は
う
ま
く

い
っ
て
い
ま
す
か
。
親
子
や
夫

婦
関
係
問
題
、
借
家
土
地
問
題
、

差
別
問
題
、
サ
ラ
金
、
家
庭
内

暴
力
、
セ
ク
ハ
ラ
、
虐
待
な
ど

の
問
題
で
お
困
り
の
方
は
い
ま

せ
ん
か
。
子
ど
も
の
こ
と
で
お

困
り
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

人
権
擁
護
委
員
が
、
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。

▼
日
時

１２
月
６
日
㈫

午
前
９
時
～
午
後
３
時

▼
場
所

り
ん
ご
庁
舎

※
相
談
は
無
料
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

※
当
日
都
合
の
悪
い
方
は
、
毎

週
火
曜
日
と
金
曜
日
に
、
法

務
局
飯
田
支
局
４
階
に
お
い

て
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
人
権
擁
護
委
員
が
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

飯
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

（
長
野
地
方
法
務
局
飯
田
支

局
内
）

　

０
２
６
５（
２
２
）０
０
１
４

特
設
人
権
相
談
所

　農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
、

農
地
の
転
用
、
遊
休
農
地
対
策
、

隣
接
農
地
の
管
理
へ
の
苦
情
、

農
業
者
年
金
な
ど
農
地
に
関
す

る
相
談
を
、
各
地
区
担
当
の
農

業
委
員
と
農
業
委
員
会
事
務
局

職
員
が
受
け
付
け
ま
す
。

　開
催
地
区
以
外
の
ご
相
談
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
川
路
地
区
会
場
で
は
、
竜
丘

地
区
の
相
談
も
受
け
付
け
ま

す
。

※
上
村
・
南
信
濃
地
区
は
予
約

制
で
実
施
い
た
し
ま
す
。
ご

相
談
さ
れ
た
い
方
は
農
業
委

員
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
日
時
・
会
場
に
つ
い

て
調
整
を
行
い
ま
す
。

▼
開
催
地
区
・
開
催
日

○
１２
月
１
日
㈭

上
久
堅
・
千
代

○
１２
月
２
日
㈮ 

飯
田
・
上
郷

○
１２
月
５
日
㈪

座
光
寺
・
伊
賀
良
・
松
尾

○
１２
月
６
日
㈫

三
穂

○
１２
月
７
日
㈬

川
路

▼
会
場

　

開
催
地
区
Ｊ
Ａ
の
各
支
所
・

事
業
所

▼
時
間

午
前
９
時
３０
分
～
１１
時

▼
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
９

農
地
相
談

　
　人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ア
イ
ヌ
の
方
々
か

ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

▼
相
談
専
用
電
話
（
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
）

０
１
２
０（
７
７
１
）２
０
８

▼
受
付
日
時

毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日

（
祝
日
、
１２
月
２９
日
㈭
～
１

月
３
日
㈫
を
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
相
談
無
料
、
匿
名
可
、
秘
密

厳
守
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

厚
生
労
働
省

社
会
・
援
護
局

地
域
福
祉
課

　生
活
改
善
係

０
３（
５
２
５
３
）１
１
１
１

内
線
２
８
７
７

ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め

の
電
話
相
談
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南
信
州
森
の
市

　健
全
な
里
山
づ
く
り
と
間
伐

材
の
有
効
活
用
を
推
進
す
る
た

め
第
１
回
「
南
信
州
森
の
市
」

を
開
催
し
ま
す
。

　大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
の
で
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

○
１１
月
２６
日
㈯

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

○
１１
月
２７
日
㈰

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

▼
場
所

化
石
燃
料
ゼ
ロ
ハ
ウ
ス
「
風

の
学
舎
」

（
下
久
堅
下
虎
岩
２
１
６
０

―
１
）

▼
展
示
な
ど

○
木
工
ク
ラ
フ
ト
製
品
展
示

○
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
・
薪
割
り
機

の
展
示

○
薪
ス
ト
ー
ブ
展
示

○
市
民
活
動
Ｐ
Ｒ
展
示

○
地
域
材
に
よ
る
家
づ
く
り
相

談
コ
ー
ナ
ー

○
軽
食
・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

▼
講
演
会

○
日
時

１１
月
２７
日
㈰

午
前
１１
時
～
正
午

○
演
題

暮
ら
し
に
活
か
す
身
近
な
樹

木
○
講
師

水
上
雅
彦
さ
ん（
工
房
菜
や
）

▼
体
験
・
実
演

○
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
板
挽
き
実
演

○
間
伐
作
業
見
学

・
日
時

１１
月
２７
日
㈰

午
後
１
時
３０
分
～

・
場
所

　近
く
の
山
林

▼
問
い
合
わ
せ

南
信
州
森
の
市
実
行
委
員
会

事
務
局
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
い

だ
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト

山
法
師
）

０
９
０（
８
６
８
７
）８
５
１
７

in
fo
@
y
a
m
a
b
o
u
si.n

e
t

　飯
田
東
中
学
校
の
生
徒
と
共

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
り
ん
ご

の
収
穫
作
業
な
ど
を
し
て
い
た

だ
き
、
収
穫
を
祝
い
ま
す
。
お

手
伝
い
い
た
だ
い
た
方
へ
は
、

記
念
に
収
穫
し
た
り
ん
ご
を
差

し
上
げ
ま
す
。

▼
日
時

１１
月
２１
日
㈪

午
後
２
時
２０
分
～
４
時

▼
場
所

り
ん
ご
並
木
の
エ
コ
ハ
ウ
ス

前
お
よ
び
り
ん
ご
並
木

▼
問
い
合
わ
せ

○
学
校
教
育
課

内
線
３
７
１
４

○
飯
田
東
中
学
校

０
２
６
５（
２
２
）０
４
８
０

り
ん
ご
並
木

収
穫
を
祝
う
会

　エ
ン
ジ
ョ
イ
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
が
制
作
し
、
図
書
館

に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
郷
土
の
祭

り
や
活
動
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
し

ま
す
。

▼
日
時

１２
月
６
日
㈫

午
後
１
時
～
４
時

第
３
回
エ
ン
ジ
ョ
イ
ビ

デ
オ
ク
ラ
ブ
映
像
祭

▼
場
所

美
術
博
物
館
講
堂

▼
上
映
作
品

○
あ
あ
、
特
攻
隊

○
子
若
連
の
声
ひ
び
く
愛
宕
神

社
の
秋
季
祭
典

○
南
信
州
２
０
１
６
春
・
桜
奉

納
舞
と
花
桃

　ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ

中
央
図
書
館

０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６

　幼
少
期
の
集
団
予
防
接
種
の

際
、
注
射
器
の
連
続
使
用
が
原

因
で
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
た
方
に
、
国
か
ら
給
付
金

が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。　こ

の
給
付
金
に
つ
い
て
Ｂ
型

肝
炎
訴
訟
長
野
県
弁
護
団
所
属

の
弁
護
士
が
、
受
給
す
る
要
件

や
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
の
概
要
の
説

明
を
行
っ
た
の
ち
、
個
別
相
談

を
し
ま
す
。

▼
対
象

Ｂ
型
肝
炎
・
キ
ャ
リ
ア
の
方
、

そ
の
ご
家
族

▼
日
時

１２
月
３
日
㈯

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

Ｂ
型
肝
炎
給
付
金
請
求

に
つ
い
て
の
説
明
会

　下
伊
那
地
区
遭
難
対
策
防
止

対
策
協
会
遠
山
郷
分
室
で
は
、

南
ア
ル
プ
ス
登
山
者
の
安
全
を

守
る
「
遠
山
郷
山
岳
遭
難
救
助

隊
」
の
隊
員
を
募
集
し
ま
す
。

　遠
山
郷
の
山
岳
観
光
を
推
進

す
る
た
め
に
も
、
登
山
者
の
安

全
を
守
る
た
め
の
要
と
な
る
救

助
隊
に
「
新
た
な
力
」
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　登
山
経
験
者
や
南
ア
ル
プ
ス

に
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
気

軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
方
法

南
信
濃
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
申
込
書
に
記
入
い
た

だ
き
、
本
人
確
認
書
類
（
免

許
証
の
写
し
な
ど
）
を
添
付

し
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切

平
成
２９
年
１
月
３１
日
㈫

※
救
助
隊
業
務
に
関
す
る
詳
細

に
つ
い
て
は
南
信
濃
自
治
振

興
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

南
信
濃
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

０
２
６
０（
３
４
）５
１
１
１

m
inam

isoum
u@
city.iida.lg.jp

遠
山
郷
山
岳
遭
難
救
助
隊

隊
員
の
募
集

▼
場
所

り
ん
ご
庁
舎

３
階
会
議
室
１
・
２

▼
問
い
合
わ
せ

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
長
野
県
弁
護

団
事
務
局

０
２
６（
２
３
４
）７
７
５
４
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　年
越
し
に
自
宅
で
打
つ
手
打

ち
蕎
麦
は
い
か
が
で
す
か
。

▼
対
象

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
、
お

勤
め
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
。

▼
日
時

１２
月
６
日
㈫

　午
前
１０
時
～

▼
場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

１
階
料
理
教
室

▼
講
師

春
日
二
八
会
（
龍
江
）
の
皆

さ
ん

▼
定
員

　２０
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

８
０
０
円
（
材
料
費
）

▼
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ハ
ン

ド
タ
オ
ル

▼
申
込
方
法

参
加
費
を
添
え
て
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
窓
口
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

（
受
付
時
間
／
平
日
午
前
８

時
３０
分
～
午
後
５
時
１５
分
）

▼
申
込
締
切

　１１
月
３０
日
㈬

▼
問
い
合
わ
せ

　勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

０
２
６
５（
２
３
）５
５
７
１

手
打
ち
で
年
越
し

蕎
麦
打
ち
講
座

　フ
レ
ッ
シ
ュ
な
針
葉
樹
や
木

の
実
な
ど
の
自
然
素
材
を
使
っ

た
手
作
り
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
、
お

勤
め
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
。

▼
日
時

１２
月
６
日
㈫

　午
後
７
時
～

▼
場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

２
階
集
会
室

▼
講
師

佐
々
木
文
恵
さ
ん

（
香
花
園
）

▼
定
員

　１５
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

　１
５
０
０
円

　

▼
持
ち
物

　は
さ
み

▼
申
込
方
法

参
加
費
を
添
え
て
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
窓
口
に
て
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

（
受
付
時
間
／
平
日
午
前
８

時
３０
分
～
午
後
５
時
１５
分
）

▼
申
込
締
切

　１１
月
３０
日
㈬

▼
問
い
合
わ
せ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

０
２
６
５（
２
３
）５
５
７
１

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ

く
り
講
座

　公
共
交
通
機
関
の
活
用
や
中

心
市
街
地
の
将
来
像
の
描
き
方
、

公
共
空
間
整
備
の
あ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　入
場
無
料
で
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
日
時

　１１
月
２７
日
㈰

午
後
１
時
～
３
時

▼
場
所

　飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
講
師

佐
々
木
宏
幸
さ
ん

（
明
治
大
学
理
工
学
部
建
築

学
科
准
教
授
）

▼
演
題

戦
略
的
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン

に
よ
る
地
方
都
市
の
再
構
築

▼
問
い
合
わ
せ

○

　長
野
県
建
築
士
会

飯
伊
支
部
事
務
局

０
２
６
５（
２
２
）９
７
７
０

○
地
域
計
画
課

　建
築
指
導
係

内
線
３
７
７
５
・
３
７
７
６

ま
ち
づ
く
り
（
景
観
）

講
演
会

　応
急
手
当
の
重
要
性
・
心
肺

蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
、

異
物
除
去
法
を
含
む
）
・
止
血

法
を
学
ぶ
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
を

開
催
し
ま
す
。
命
の
バ
ト
ン
を

つ
な
ぐ
た
め
、
い
ざ
と
い
う
時

の
勇
気
あ
る
一
歩
が
踏
み
だ
せ

る
よ
う
、
こ
の
機
会
に
少
し
で

も
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象

中
学
生
以
上
の
方

▼
日
時

１２
月
３
日
㈯

午
前
９
時
～
正
午

▼
場
所

竜
口
龍
の
里
会
館
（
高
森
町

山
吹
５
９
４
３
―
１
）

▼
内
容

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

（
応
急
手
当
の
重
要
性
、
心

肺
蘇
生
法
、
止
血
法
）

▼
定
員

　２０
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法

最
寄
り
の
消
防
署
ま
た
は
分

署
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

１１
月
２５
日
㈮

※
土
日
・
祝
日
含
む

救
命
講
習
会

救
急
車
が
く
る
ま
で
に

▼
問
い
合
わ
せ

高
森
消
防
署

　救
急
係

０
２
６
５（
３
５
）０
１
１
９

　子
育
て
を
し
な
が
ら
再
就
職

を
希
望
す
る
女
性
の
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
扶
養

内
で
の
働
き
方
、
働
き
た
い
時

間
帯
で
条
件
の
合
う
仕
事
の
探

し
方
や
現
在
の
求
人
情
報
、
今

後
を
見
据
え
た
仕
事
選
び
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
、
着
実
で
効
率
の

よ
い
再
就
職
を
支
援
し
ま
す
。

▼
日
時

１２
月
９
日
㈮

午
前
１０
時
～
正
午

▼
場
所

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
東
栄
町
）

※
無
料
託
児
が
あ
り
ま
す
。

（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

下
伊
那
地
方
事
務
所

商
工
観
光
課

　女
性
就
業
支

援
員
（
原
）

０
８
０（
８
４
９
２
）６
４
８
１

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
６

時
ま
で
受
付
）

子
育
て
マ
マ
向
け
再
就
職

活
動
前
準
備
セ
ミ
ナ
ー



給与所得控除の見直し

区　　　　分

上限額が適用される
給与収入

給与所得控除の
上限額

現行
（平成２６年度～平成２８年度）

１,５００万円

２４５万円

改正後（平成２９年度）

１,２００万円

２３０万円

改正後（平成３０年度以後）

１,０００万円

２２０万円

市・県民税が変わります市・県民税が変わります 平成２９年度市・県民税から
適用される主な変更点

◎問い合わせ／税務課　市民税係　内線５１６１～５１６３、５１６６、５１６７

給与所得控除の見直し

給与所得控除の見直し　　　　　　　　※平成２９年度以後の市・県民税について適用されます。１

平成２６年度の税制改正で、給与所得控除の見直しが行われ、平成２９年度より、給与収入１,２００万円超の控除額の上

限が２３０万円に、平成３０年度より、給与収入１,０００万円超の控除額の上限が２２０万円に引き下げられることとされました。

特定支出控除の見直し　　　　　　　　※平成２９年度以後の市・県民税について適用されます。２

上記の上限の引下げに伴い、特定支出（注）控除について、一律に、前年中の特定支出の額の合計額が給与所

得控除額の２分の１に相当する金額を超える場合には、その超える部分の金額を給与所得控除額に加算するこ

ととされました。

国外居住親族に係る扶養控除等の書類の添付義務化

平成２７年度の税制改正で、日本国外に居住している親族（国外居住親族）に係る扶養控除等の適正化の観

点から、所得税の確定申告や市・県民税の申告等において、国外居住親族に係る扶養控除・配偶者控除・配偶

者特別控除・障害者控除（１６歳未満の扶養親族を含む）の適用を受ける者は、「親族関係書類及び送金関係書

類を添付又は、提示をしなければならない」こととされました。

なおこの制度は、日本国籍の有無にかかわらず、日本で課税がある人は対象となります。

※給与等の年末調整や、公的年金等の支払を受ける居住者が、国外居住親族（１６歳未満の親族含む）に係る「親族関係書類及び送金関係書類」を扶
養控除等申告書に添付又は提示している場合は除きます。

※国外居住親族が１６歳未満であっても、市・県民税の非課税限度額の適用を受ける者やその親族に係る障害者控除を受けようとする者は、上記の関
係書類の添付又は提示が必要となります。

金融所得課税の一体化等

平成２５年度の税制改正で、これまで公社債等については、利子・譲渡・償還によって課税の仕組みが異なって

いましたが、税負担に左右されず金融商品を選択できるよう、異なる税率の課税方式の均衡化を進める観点か

ら、株式等の課税方式と同一化することとされました。

また、特定公社債等の利子及び譲渡損益並びに上場株式の金融商品間の損益通算範囲を拡大し、３年間の

繰越控除ができることとされました。

１,５００万円以下

１,５００万円超

現行（平成２８年度まで） 改正後（平成２９年度以後）

給与所得控除額×１／２ 変更なし

１２５万円 給与所得控除額×１／２

給与収入金額
適用判定の基準となる特定支出の合計額

（注）特定支出とは、通勤費、転居費、研修費、資格取得費、帰宅旅費、勤務必要経費といった支出をいうものです。
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飯田市教育委員会では、家族が一緒に過ごし、心を通わせるひと時を「わが家の結いタイム」と名づけ、

啓発・推進しています。１１月は推進月間です。「あいさつ」「会話」「お手伝い」「読書」で家族のふれあう時間

を大切にしましょう。また、１１月は「子ども・若者育成支援強調月間」でもあります。地域でお互いに顔の見え

るつながり・支え合いを大切にしましょう。

１１月は 「わが家の結いタイム」 推進月間です１１月は 「わが家の結いタイム」 推進月間です

◎問い合わせ／生涯学習・スポーツ課　地育力向上係　内線３７４５

インターネットなどを使わないで、家族同士での会話や一緒に行動する日

「ノーネットデイ」に取り組みましょう。

インターネットに接続できる機器やテレビ、ゲームのスイッチを切って、心を通

わせ、家族のふれあいの時間を大切にしましょう。秋の夜長には家族みんなで

メディアの利用について考えてみませんか？

「結いの日」 は 「ノーネットデイ」！

毎月
第3日曜日は
「結いの日」

です

あいさつは、人と人とのより良い
関係を作るための第一
歩です。
家族とのあいさつから
始めましょう。

お互いの顔を見ながら会話して、
自分の気持ちを伝
える力や相手の気
持ちを感じる力を
育てましょう。

お手伝いは子どもたちの「自立
心」や「責任感」
を育てます。

読書で「表現力」や
「想像力」が育まれ、
読み聞かせは子ども
たちの「豊かな感情」
を養います。

読 書お 手 伝 い

会 話あ い さ つ

飯田国際交流推進協会とは？

外国人の皆さんと、言葉や習慣の違いを
理解し合いながら交流し、お互いを地球市
民として尊重し、多文化共生を目指す団体
です。飯田に暮らす外国人を取り巻く課題
の解決の手助けや、市内の国際交流団体
の活動を支援しています。
個人でも団体でも、国籍を問わず入会できます。
ぜひご入会ください。

飯田国際交流の夕べ飯田国際交流の夕べ ～手をつなごう！小さな世界都市をめざして～～手をつなごう！小さな世界都市をめざして～

飯田国際交流推進協会では、外国人住民と日本人住民が交流し、国際理解を深める機会として開催します。飯田国際交流推進協会では、外国人住民と日本人住民が交流し、国際理解を深める機会として開催します。

１０カ国以上の生活や食の
文化を紹介するワールド
キッチン、ワールド体験・
展示、各国の歌や踊りの
出演によるワールドステー
ジを予定しています。

場 所 南信州・飯田産業センター
（旧飯伊地域地場産業振興センター）
飯田市上郷別府３３３８－８

日 時 １２月１１日（日）　１３時～１８時３０分まで
※ただしスタンプラリーは１６時３０分までとなります。

参加費 一 般　１,０００円／中・高生　５００円

チケット 当日会場で購入できます
※市役所Ｃ棟１階男女共同参画課窓口にて
チケット販売中

持ち物 ごみ削減のため皿、カップ、箸などの食器を
各自持参してください。

問い合わせ

飯田国際交流推進協会事務局（男女共同参画課）
０２６５（２２）４５６０     ｄａｎｊｏ＠ｃｉｔｙ.ｉｉｄａ.ｎａｇａｎｏ.ｊｐ
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～ 小さな子どもと子育て中のお父さん、
                  お母さんのためのコンサート ～
～ 小さな子どもと子育て中のお父さん、
                  お母さんのためのコンサート ～

★日　時：１２月９日（金）
①９：４５～／②１１：００～（演奏時間約３０分）

★会　場：飯田人形劇場（カーペットの上で鑑賞）

★主な対象：０～２歳児
（兄弟や対象年齢以上のお子様も申込み可）

★定　員：各回６０組

★参加費：親子２００円

★出　演：アンサンブル飯田（女声コーラス）

★プログラム：♪どうぶつメドレー

♪ジングルベル   ほか

Ｅメールもしくは往復はがきでお申し込みください。

〒３９５－００５１　飯田市高羽町５－５－１　飯田文化会館事業係宛

※往信用の文面へ申込必要事項を、返信用の宛名面へご自身の宛名を
ご記入ください。

①希望の時間 （９：４５～ ｏｒ １１：００～ ｏｒ どちらでも可）

②保護者氏名　　③子ども氏名、年齢

④保護者・子ども各人数　　⑤住所　　⑥電話番号

●問い合わせ

飯田文化会館　     ０２６５（２３）３５５２

ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｃｉｔｙ.ｉｉｄａ.ｌｇ.ｊｐ/ｓｉｔｅ/ｂｕｎｋａｋａｉｋａｎ/

申込方法

Ｅメール

往復ハガキ

申込必要事項

ｎｉｋｏｎｉｋｏ＠ｃｉｔｙ.ｉｉｄａ.ｎａｇａｎｏ.ｊｐ
※送信後、返信される受付確認メールをもって
申込完了となります。

★申込締切：１１月30日（水）必着
（１通につき１親子。応募者多数の場合は抽選。
抽選結果は１２月２日㈮までにお知らせします。）

アンサンブル飯田（女声コーラス）

ゆいきっず広場か、こども家庭応援センターまで
お申し込みください。

ゆいきっず講座ゆいきっず講座
飯田市こども
家庭応援センター

◎ゆいきっずについて …内線５３４６

◎子育てに関する相談…内線５３４３

飯田市本町１－１５　りんご庁舎２階

とは…
子育て家庭を応援する総合的施設です

とは…
子育て家庭を応援する総合的施設です

親子でくつろげる 「ゆいきっず広場」
楽しく、学べる 「ゆいきっず講座」

子育て情報サロン（授乳室を併設）「すくすくサロン」
発達・子育ての相談窓口

　　 　　　　　　などがご利用いただけます。

★ゆいきっず広場…火曜日を除く各曜日　９：００～１６：００
（本町駐車場は初めの１時間無料、その後３０分ごと１００円かかります。）

★すくすくサロン…毎日 ９：００～１７：１５

★子育て相談窓口…平日（月～金曜日） ８：３０～１７：１５

クリスマス　おたのしみ劇場

日時：１２月６日（火）　１０：００～（約４０分）　　

場所：こども家庭応援センター　キッズルーム

内容：人形劇、パネルシアター、紙芝居　など

劇団：でんでんむし

定員：１５組

対象：市内在住、就学前の子どもさんと保護者

申込締切：１１月２４日（木）

レンタサイクル事業
●平日、休日にかかわらず、市民の皆さんが自由に利用できる
電動自転車などを中心市街地の公共施設に配置しました。

●利用をご希望の方は、登録申請が必要です。
※登録申請はどこの貸出場所でもできますが、環境モデル
都市推進課以外で申請された場合、利用証は後日郵送に
なります。

※登録申請には身分証明書が必要です。

※利用対象者は中学生以上です｡中学生が登録申請する場合は、保護者の
同意（承諾印）が必要です｡

貸出受付時間　９：００～１６：００ ■問い合わせ／環境モデル都市推進課　内線５４７１～５４７４

飯田市は、ＣＯ２排出量の少ない乗り物への転換を進めるとともに
自転車によるまちなか観光の推進を図ります。

市役所 羽場公民館
美術博物館 丸山公民館
市公民館 東野公民館
橋北公民館 エコハウス
橋南公民館 飯田駅観光案内所
まちなかインフォメーションセンター

７台 １台
４台 １台
１台 １台
２台 ４台
１台 ４台

４台

２０１６.１１.１５［広報いいだ］7
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牧野 光朗 （まきの みつお）

昭和６０年３月
昭和６０年４月
平成７年３月
平成８年４月
平成１１年４月

早稲田大学政治経済学部　卒業
日本開発銀行（現日本政策投資銀行）入行
富山事務所　調査役
企画部　調査役
日本政策投資銀行　フランクフルト駐在員

平成１３年３月
平成１４年６月
平成１６年３月
平成１６年１０月
平成２８年１０月

フランクフルト首席駐在員（事務所長）
大分事務所長
同職離任をもって同行退職
飯田市長に就任
飯田市長に４選

■主な公職
南信州広域連合長、長野県市長会副会長、全国市長会経済委員会委員長、全国市長会農業政策等を考える小委員会
委員長、定住自立圏構想の推進に関する懇談会委員（総務省）、経済財政諮問会議「経済・財政一体改革推進委員会」
専門委員、食育推進評価専門委員会委員（農林水産省）

■現　職
長野県　飯田市長（平成１６年１０月に就任 、現在４期目）

■経　歴

「
善
い
地
域
・
飯
田
」 

を
実
現
す
る
た
め
に

右
肩
下
が
り
時
代
の 

「
三
重
苦
」 

を
克
服
す
る

私
の
４
期
目
の
公
約
目
標
は
、
現
在
策
定
中
で
平
成
２９
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
次
期
総
合
計
画

「
い
い
だ
未
来
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
８
」の
方
向
性
と
同
じ
で
あ
り
、
左
記
の
６
つ
を
基
本
方
針
に
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

❶  

経
済
自
立
度
を
向
上
さ
せ
、若
い
人
が
帰
っ
て
来
ら
れ
る
産
業
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す

❷  

地
育
力
に
よ
り
飯
田
に
帰
っ
て
来
た
い
と
考
え
る
人
づ
く
り
を
進
め
ま
す

❸  

誰
も
が
住
み
続
け
た
い
と
思
う
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す

❹  

地
域
ぐ
る
み
で
環
境
に
配
慮
し
た
低
炭
素
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

❺  

リ
ニ
ア
・
三
遠
南
信
道
の
開
通
・
全
通
を
見
据
え
た
飯
田
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
図
り
ま
す

❻  

リ
ニ
ア
時
代
を
見
据
え
た
社
会
資
本
整
備
を
進
め
、国
際
学
術
研
究
機
能
を
有
す
る

「
小
さ
な
世
界
都
市
・
飯
田
」の
実
現
を
目
指
し
ま
す

この度の飯田市長選挙において、５２年ぶりの２期連続の無投票により４期目の市政を担わせていただ

くことになりました。

人口減少、少子化、高齢化の国も地方も右肩下がりの時代に対応しながら、飯田の将来を左右する事

業を誤りなく進めていくことは、これまで以上に困難が伴うものと認識しています。市政の舵取りを託された

責は大変重いものがありますが、なお一層、市政経営に邁進し「真の地方創生モデル」を皆さんとともに全

国に発信していく所存です。

地域の将来を切り開く指針

「競争」から「共創」へ

　　「トップダウン」から「ボトムアップ」へ

　　　　他よりはマシと考える優良可の「良い地域」から 真善美の「善い地域」へ

「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
」と
「
産
業
振
興
の
新
た
な

拠
点
整
備
」は
１
丁
目
１
番
地
と
も
言
え
る
重
要

課
題
で
す
が
、そ
の
他
に
も
次
の
よ
う
な
公
約
を
掲
げ

て
い
ま
す
。（
特
徴
的
な
も
の
を
抜
粋
）

○
「
お
じ
や
経
済
」
と
言
わ
れ
る
当
地
の
多

種
多
様
な
産
業
集
積
を
生
か
す
た

め
、
関
係
団
体
と
協
議
し
て

新
た

な
地
場
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
ま
す
。

○
小
中
高
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
の
立
ち
上
げ
を
進
め
、

地
域
と
の
協
働
に
よ
る
学
校
運

営
の
仕
組
み
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
小
中

連
携
・
一
貫
教
育
や

高
校
生
の
地
域
人
教

育
を
促
進
し
、
若
い
人
が
ム
ト
ス
の
精
神
を

発
揮
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
れ
る
よ
う
に

し
ま
す
。

○

結
婚
か
ら
出
産
ま
で
若
い
世
代
の
希
望
を

叶
え
る
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
に
関
し
て
は
、こ

れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
保
育
料
軽
減
と
高

校
生
世
代
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
に
加

え
、こ
れ
ま
で
半
額
補
助
だ
っ
た

低
所
得
世

帯
（
就
学
援
助
家
庭
）の
学
校
給
食
費
を

全
額
補
助
し
ま
す
。

○

学
童
保
育
（
児
童
館
・
セ
ン
タ
ー
・
ク
ラ
ブ
）

の
定
員
拡
大
を
図
り
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
を

目
指
す
と
と
も
に
、
閉
所
時
間
を
１８
時
３０

分
ま
で
延
長
し
ま
す
。

○
Ｕ
タ
ー
ン
者
を
対
象
と
し
た

奨
学
金
償
還

免
除
の
拡
充
や
、
給
付
型
奨
学
金
（
返
済

不
要
な
奨
学
金
）の
導
入
を
南
信
州
広
域

連
合
で
検
討
し
ま
す
。

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
飯
田
荘
の
改
築
な

ど
に
よ
り
、
重
度
の
要
介
護
者

　

（
要
介
護
度

４
〜
５
）の
特
養
待
機
解
消
を
図
り
ま
す
。

○
２０

地
区
の
個
性
が
輝
き
、
多
様
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
実
現
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

私
は
、「
人
口
減
少
・
少
子
化
・
高
齢
化
」、「
国
も

地
方
も
財
政
難
」、「
自
立
心
の
欠
如
」を
右
肩
下
が

り
時
代
の「
三
重
苦
」と
捉
え
て
い
ま
す
。

◎
「
人
口
減
少
・
少
子
化
・
高
齢
化
」へ
の
対
応

子
育
て
世
代
に
は
大
都
市
で
は
な
く
、子
育
て
し
や

す
い
地
方
で
子
育
て
を
し
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
に
よ

り
、人
材
サ
イ
ク
ル
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
。

◎
「
国
も
地
方
も
財
政
難
」へ
の
対
応

経
済
再
生
と
財
政
の
健
全
化
を
一
体
的
に
図
り
、

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
行
財
政
改
革
が
必
要
。

◎
「
自
立
心
の
欠
如
」へ
の
対
応

「
自
立
心
の
欠
如
」
と
は
、
大
都
市
も
地
方
も

共
通
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の「
受
け
身
の
社
会
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
行
政
サ
ー

ビ
ス
は
受
け
る
も
の
と
い
う
考
え
方

を
克
服
し
、
個
人
の
当
事
者
意
識
に

加
え
、
地
域
と
し
て
も
当
事
者
意
識

を
持
っ
て
創
造
的
な
取
り
組
み
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
。こ
れ
が
「
善
い
地

域
」の
重
要
な
要
素
。

善
い
地
域
は
、
当
事
者
意
識
を
持
っ

た
人
た
ち
が
、
円
卓
を
囲
む
よ
う
に
、ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
互
い
に
評
価
し
、

議
論
し
、
意
識
の
共
有
化
を
図
っ
て
事

業
計
画
に
結
び
つ
け
る「
共
創
の
場
」か
ら
、イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
興
し
て
い
け
る
地
域
で
す
。

こ
れ
は
、飯
田
で
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た「
産
業

づ
く
り
」
、「
人
づ
く
り
」
、「
地
域
づ
く
り
」の
ベ
ー
ス
と

な
っ
て
い
る
も
の
で
す
が
、さ
ら
に
共
創
の
場
づ
く
り
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

厳
し
い
時
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、こ
の
地
域
は
右
肩

下
が
り
時
代
の「
三
重
苦
」を
乗
り
越
え
ら
れ
る
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
地
域
が

輝
く
、「
小
さ
な
世
界
都
市
・
飯
田
」を
目
指
し
て
い
く

た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

４期目就任にあたって

ダイナミズムダイナミズム

❶ 個人の
当事者
意識

❶ 個人の
当事者
意識

❸ 「円卓」 への意識付け❸ 「円卓」 への意識付け

❷ 地域共同体の当事者意識❷ 地域共同体の当事者意識

革新の創発
（イノベーション）

革新
の創
発

（イ
ノベ
ーシ
ョン
）

共創の場共創の場共創の場共創の場
きょう そうきょう そう

主体的参画

自治性

価値観の共有

南信州・飯田
産業センター

飯伊地区包括
医療協議会

学輪ＩＩＤＡ

知の拠点
サイエンスパーク
知の拠点

サイエンスパーク

地域医療
ism-Link
地域医療
ism-Link

桜守の旅桜守の旅

地域環境権地域環境権

６次産業化６次産業化

メディカルバイオ
クラスター

メディカルバイオ
クラスター

上村プロジェクト上村プロジェクト
航空宇宙
プロジェクト
航空宇宙
プロジェクト

小さな世界都市小さな世界都市

大学フィールド
スタディ

大学フィールド
スタディ

キャリア教育キャリア教育

体験教育旅行体験教育旅行 地域人教育地域人教育

小中連携
一貫教育
小中連携
一貫教育

人形劇フェスタ人形劇フェスタ

環境文化都市環境文化都市

文化経済自立都市文化経済自立都市

定住自立圏定住自立圏

ラウンドアバウトラウンドアバウト

りんご並木
まちづくり
ネットワーク

南信州
広域連合

公民館

地域自治組織
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牧野 光朗 （まきの みつお）

昭和６０年３月
昭和６０年４月
平成７年３月
平成８年４月
平成１１年４月

早稲田大学政治経済学部　卒業
日本開発銀行（現日本政策投資銀行）入行
富山事務所　調査役
企画部　調査役
日本政策投資銀行　フランクフルト駐在員

平成１３年３月
平成１４年６月
平成１６年３月
平成１６年１０月
平成２８年１０月

フランクフルト首席駐在員（事務所長）
大分事務所長
同職離任をもって同行退職
飯田市長に就任
飯田市長に４選

■主な公職
南信州広域連合長、長野県市長会副会長、全国市長会経済委員会委員長、全国市長会農業政策等を考える小委員会
委員長、定住自立圏構想の推進に関する懇談会委員（総務省）、経済財政諮問会議「経済・財政一体改革推進委員会」
専門委員、食育推進評価専門委員会委員（農林水産省）

■現　職
長野県　飯田市長（平成１６年１０月に就任 、現在４期目）

■経　歴

「
善
い
地
域
・
飯
田
」 

を
実
現
す
る
た
め
に

右
肩
下
が
り
時
代
の 

「
三
重
苦
」 

を
克
服
す
る

私
の
４
期
目
の
公
約
目
標
は
、
現
在
策
定
中
で
平
成
２９
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
次
期
総
合
計
画

「
い
い
だ
未
来
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
８
」の
方
向
性
と
同
じ
で
あ
り
、
左
記
の
６
つ
を
基
本
方
針
に
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

❶  

経
済
自
立
度
を
向
上
さ
せ
、若
い
人
が
帰
っ
て
来
ら
れ
る
産
業
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す

❷  

地
育
力
に
よ
り
飯
田
に
帰
っ
て
来
た
い
と
考
え
る
人
づ
く
り
を
進
め
ま
す

❸  

誰
も
が
住
み
続
け
た
い
と
思
う
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す

❹  

地
域
ぐ
る
み
で
環
境
に
配
慮
し
た
低
炭
素
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

❺  

リ
ニ
ア
・
三
遠
南
信
道
の
開
通
・
全
通
を
見
据
え
た
飯
田
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
図
り
ま
す

❻  

リ
ニ
ア
時
代
を
見
据
え
た
社
会
資
本
整
備
を
進
め
、国
際
学
術
研
究
機
能
を
有
す
る

「
小
さ
な
世
界
都
市
・
飯
田
」の
実
現
を
目
指
し
ま
す

この度の飯田市長選挙において、５２年ぶりの２期連続の無投票により４期目の市政を担わせていただ

くことになりました。

人口減少、少子化、高齢化の国も地方も右肩下がりの時代に対応しながら、飯田の将来を左右する事

業を誤りなく進めていくことは、これまで以上に困難が伴うものと認識しています。市政の舵取りを託された

責は大変重いものがありますが、なお一層、市政経営に邁進し「真の地方創生モデル」を皆さんとともに全

国に発信していく所存です。

地域の将来を切り開く指針

「競争」から「共創」へ

　　「トップダウン」から「ボトムアップ」へ

　　　　他よりはマシと考える優良可の「良い地域」から 真善美の「善い地域」へ

「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
」と
「
産
業
振
興
の
新
た
な

拠
点
整
備
」は
１
丁
目
１
番
地
と
も
言
え
る
重
要

課
題
で
す
が
、そ
の
他
に
も
次
の
よ
う
な
公
約
を
掲
げ

て
い
ま
す
。（
特
徴
的
な
も
の
を
抜
粋
）

○
「
お
じ
や
経
済
」
と
言
わ
れ
る
当
地
の
多

種
多
様
な
産
業
集
積
を
生
か
す
た

め
、
関
係
団
体
と
協
議
し
て

新
た

な
地
場
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
ま
す
。

○
小
中
高
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
の
立
ち
上
げ
を
進
め
、

地
域
と
の
協
働
に
よ
る
学
校
運

営
の
仕
組
み
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
小
中

連
携
・
一
貫
教
育
や

高
校
生
の
地
域
人
教

育
を
促
進
し
、
若
い
人
が
ム
ト
ス
の
精
神
を

発
揮
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
れ
る
よ
う
に

し
ま
す
。

○

結
婚
か
ら
出
産
ま
で
若
い
世
代
の
希
望
を

叶
え
る
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
に
関
し
て
は
、こ

れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
保
育
料
軽
減
と
高

校
生
世
代
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
に
加

え
、こ
れ
ま
で
半
額
補
助
だ
っ
た

低
所
得
世

帯
（
就
学
援
助
家
庭
）の
学
校
給
食
費
を

全
額
補
助
し
ま
す
。

○

学
童
保
育
（
児
童
館
・
セ
ン
タ
ー
・
ク
ラ
ブ
）

の
定
員
拡
大
を
図
り
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
を

目
指
す
と
と
も
に
、
閉
所
時
間
を
１８
時
３０

分
ま
で
延
長
し
ま
す
。

○
Ｕ
タ
ー
ン
者
を
対
象
と
し
た

奨
学
金
償
還

免
除
の
拡
充
や
、
給
付
型
奨
学
金
（
返
済

不
要
な
奨
学
金
）の
導
入
を
南
信
州
広
域

連
合
で
検
討
し
ま
す
。

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
飯
田
荘
の
改
築
な

ど
に
よ
り
、
重
度
の
要
介
護
者

　

（
要
介
護
度

４
〜
５
）の
特
養
待
機
解
消
を
図
り
ま
す
。

○
２０

地
区
の
個
性
が
輝
き
、
多
様
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
実
現
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

私
は
、「
人
口
減
少
・
少
子
化
・
高
齢
化
」、「
国
も

地
方
も
財
政
難
」、「
自
立
心
の
欠
如
」を
右
肩
下
が

り
時
代
の「
三
重
苦
」と
捉
え
て
い
ま
す
。

◎
「
人
口
減
少
・
少
子
化
・
高
齢
化
」へ
の
対
応

子
育
て
世
代
に
は
大
都
市
で
は
な
く
、子
育
て
し
や

す
い
地
方
で
子
育
て
を
し
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
に
よ

り
、人
材
サ
イ
ク
ル
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
。

◎
「
国
も
地
方
も
財
政
難
」へ
の
対
応

経
済
再
生
と
財
政
の
健
全
化
を
一
体
的
に
図
り
、

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
行
財
政
改
革
が
必
要
。

◎
「
自
立
心
の
欠
如
」へ
の
対
応

「
自
立
心
の
欠
如
」
と
は
、
大
都
市
も
地
方
も

共
通
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の「
受
け
身
の
社
会
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
行
政
サ
ー

ビ
ス
は
受
け
る
も
の
と
い
う
考
え
方

を
克
服
し
、
個
人
の
当
事
者
意
識
に

加
え
、
地
域
と
し
て
も
当
事
者
意
識

を
持
っ
て
創
造
的
な
取
り
組
み
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
。こ
れ
が
「
善
い
地

域
」の
重
要
な
要
素
。

善
い
地
域
は
、
当
事
者
意
識
を
持
っ

た
人
た
ち
が
、
円
卓
を
囲
む
よ
う
に
、ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
互
い
に
評
価
し
、

議
論
し
、
意
識
の
共
有
化
を
図
っ
て
事

業
計
画
に
結
び
つ
け
る「
共
創
の
場
」か
ら
、イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
興
し
て
い
け
る
地
域
で
す
。

こ
れ
は
、飯
田
で
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た「
産
業

づ
く
り
」
、「
人
づ
く
り
」
、「
地
域
づ
く
り
」の
ベ
ー
ス
と

な
っ
て
い
る
も
の
で
す
が
、さ
ら
に
共
創
の
場
づ
く
り
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

厳
し
い
時
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、こ
の
地
域
は
右
肩

下
が
り
時
代
の「
三
重
苦
」を
乗
り
越
え
ら
れ
る
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
地
域
が

輝
く
、「
小
さ
な
世
界
都
市
・
飯
田
」を
目
指
し
て
い
く

た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

４期目就任にあたって

ダイナミズムダイナミズム

❶ 個人の
当事者
意識

❶ 個人の
当事者
意識

❸ 「円卓」 への意識付け❸ 「円卓」 への意識付け

❷ 地域共同体の当事者意識❷ 地域共同体の当事者意識

革新の創発
（イノベーション）

革新
の創
発

（イ
ノベ
ーシ
ョン
）

共創の場共創の場共創の場共創の場
きょう そうきょう そう

主体的参画

自治性

価値観の共有

南信州・飯田
産業センター

飯伊地区包括
医療協議会

学輪ＩＩＤＡ

知の拠点
サイエンスパーク
知の拠点

サイエンスパーク

地域医療
ism-Link
地域医療
ism-Link

桜守の旅桜守の旅

地域環境権地域環境権

６次産業化６次産業化

メディカルバイオ
クラスター

メディカルバイオ
クラスター

上村プロジェクト上村プロジェクト
航空宇宙
プロジェクト
航空宇宙
プロジェクト

小さな世界都市小さな世界都市

大学フィールド
スタディ

大学フィールド
スタディ

キャリア教育キャリア教育

体験教育旅行体験教育旅行 地域人教育地域人教育

小中連携
一貫教育
小中連携
一貫教育

人形劇フェスタ人形劇フェスタ

環境文化都市環境文化都市

文化経済自立都市文化経済自立都市

定住自立圏定住自立圏

ラウンドアバウトラウンドアバウト

りんご並木
まちづくり
ネットワーク

南信州
広域連合

公民館

地域自治組織



飯田市の人口（１１/１現在）■人口＝１０３,６１９人（前月比－５）男４９,６０２人／女５４,０１７人  ■世帯数＝３９,８００世帯（前月比＋４５）

ケーブルテレビ音声告知サービス

飯田エフエム放送

市からの
情報

放 送 時 間

６：００　１２：１５　１５：００　１９：３０

チャンネルチャンネル

チャンネルチャンネル

放　送　日 放　送　時　間　（主な放送時間）

９：３０～
１９：３０～

１２：００～
２２：３０～

１８：３０～

９：３０～
１９：３０～

１２：００～
２１：３０～

１８：３０～
２２：３０～

■ 安心ほっとライン
　 ○定時に自動的に音声でお知らせします。

■ テレビ広報
　 ○飯田市の政策や行事などを紹介します。

チャンネルチャンネル

市議会開会中は、
議会中継を放映します。

◎データ放送１２チャンネ
ルで配信している情報
メニューは次の通りです。

・お知らせ

・緊急情報

・ケーブルテレビ情報

・暮らしの情報

・コミュニティ情報

・南信州新聞社ニュース

・ごみの収集日カレンダー

・お知らせポスト

◎放送内容は次の通りです。
・市からのお知らせ  ・地域からのお知らせ
・企業、団体などからのお知らせ  ・火災、防災情報  ・緊急地震速報
・お悔やみ情報  ・休日当番医  ・農産物市況情報　など

（結チャンネル）

（※）

月～金曜日／７：１８～、８：５３～、１２：５３～、
１７：５３～、１８：５３～

ＦＭＦＭ

■ 広報いいだの風　【飯田市からのお知らせ】

月～木曜日
■ かざこし歳時記　【飯田市企画番組】

土曜日／１１：５３～

※１２：４０～１２：５３、１７：４０～１７：５３（再）は第５週の
放送はありません。

※安心ほっとラインは
専用の機器を設置して、
月 ５々１５円の利用料金で
ご利用できます。
　　　（問・　　５２-５４０６まで）

かわらんべだより・かざ
こし子どもの森公園通信

かわらんべ、かざこし子どもの森公園の
イベント情報

１２月１９日～２３日

１２月２４日・２５日

「かざこし歳時記」 　番組表「かざこし歳時記」 　番組表

★７：０５～７：１８、 １８：４０～１８：５３（再）

★１２：４０～１２：５３、 １７：４０～１７：５３（再）

◎市議会報告は４月・７月・１０月・１月に放送

月

火

水

木

市役所通信

小中学校へＧＯ！

いいだ、文化の風

キッズボイス！

市役所各課からのお知らせ

市内の小中学校生徒たちの取り組みを紹介

文化会館・美術博物館・図書館からのお知らせ

市内の保育園の子どもたちの様子をお届け

第１月 公民館の輪 各地区の公民館活動やサークルの紹介

第２月 いいだ・め組通信 消防署・消防団からのお知らせ

第３月 くらしと環境 市民生活に関係する環境情報を発信

第４月 市民の生活パトロール 市民の安全に関する情報番組

第１火 飯田ぶらり旅 飯田の観光情報を発信

第２火 大好き！農業 農業関係した活動の紹介

第３火 ムトスの街・地場産業ＮＯＷ ムトス助成事業等や地場産業の紹介

第４火 アフタヌーンカフェ裏界線 市長が飯田市の旬な話題をお届けします

第１水 広報いいだ ラジオ特集 広報いいだ１日号の紹介

第２水 伊那谷の（自然・歴史）探訪 伊那谷の歴史や自然を紹介

第３水

第４水 動物園だより イベントや動物の旬の話題を紹介

第１木 子育て大好き！ 子育てに関する情報番組

第２木 市立病院 養生訓 市立病院の先生による養生訓のラジオ版

第３木 スマイルライフ 福祉・長寿支援事業に関する番組

第４木 健康いいだ 健康に関する番組

放送曜日 番　組　名 内　　　容

放送曜日 番　組　名 内　　　容

各種相談所 相談は無料、秘密は厳守します。

相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ 相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ

教 育 相 談 毎週月～金曜日
８：３０～１７：００

市役所Ａ棟３階 教育相談室
内線３７２１

行 政 相 談
１２月１３日㈫
１３：００～１６：００

市役所Ａ棟１階
総務文書課
内線２１１１

結 婚 相 談

さんとぴあ飯田

※本人の相談が原則
※本人確認ができる
書類と写真１枚が
必要

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８２

こころの相談日
１１月２８日㈪
１２月１２日㈪
１３：３０～

りんご庁舎３階
保健課保健指導係
内線５３０６
（予約制）

障がいのある方
または

ご家 族の相 談

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

さんとぴあ飯田
飯伊圏域障がい者
総合支援センター
☎０２６５（２４）３１８２

消費生活相談
（多重債務相談を含む）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

市役所 C棟１階
飯田市消費生活センター
☎０２６５（２２）４５３０

ジョブカフェいいだ
若年者就業相談

中小企業経営者
のための

経営悩み相談

法律相談
（係争中の
ものは除く）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

毎月第４木曜日
１２：３０～１５：００

毎月第２金曜日
１３：００～１７：００

市役所Ａ棟３階
（産業振興課内）

飯田商工会議所
（常盤町４１）

ジョブカフェいいだ
内線３５１４
（予約制）

飯田商工会議所
☎０２６５（２４）１５００
(予約制・無料）

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（予約制）

認知症の方や
家族の相談・交流

毎月第２・４木曜日
１０：００～１２：００

さんとぴあ飯田
（ほっとカフェわたの実）

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８１

生活や就労など
の総合的な相談

毎週月～金曜日
９：３０～１７：００

まいさぽ 飯 田 まいさぽ飯田
☎０２６５（４９）８８３０

休
日

平
日

毎月第２､第３日曜日
１３：３０～１６：００
受付１５：３０まで

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

悩みごと
毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

市役所Ａ棟１階
子育て支援課
内線５７３９

法律相談
１２月２０日㈫
１３：３０～１６：３０

市役所 C棟１階
男女共同参画課
内線５４５１
（予約制）

特別相談
（法律的）

毎週火曜日
１３：００～１６：００
受付１５：００まで

一般相談
毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

毎週火・木曜日
１３：００～１７：００

毎週水・金曜日
１３：００～１７：００

毎週月・火・木・金曜日
１３：００～１７：００

巡回労働相談

（予約制）

１２月１４日㈬
１２月２２日㈭
１２：３０～１５：３０

飯田勤労者
福祉センター

産業振興課
☎０２６５（５３）６０７８
南信労政事務所
☎０２６５（７６）６８３３

ポルトガル語

タガログ語
英 語

外
国
語
相
談 中 国 語

市役所Ａ棟１階
（外国人相談窓口）

男女共同参画課
内線５４５３

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

の

相

談

女
性
の
た
め

心

配

ご

と

相

談

さんとぴあ飯田

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（受付順）

☎０２６５（５３）３１８７いいだ成年後見支援センター成年後見相談

高齢者の介護
予防や生活の
相談

いいだ地域包括支援センター
かわじ地域包括支援センター
かなえ地域包括支援センター
南信濃地域包括支援センター

☎０２６５（５６）１５９５
☎０２６５（２７）６０５２
☎０２６５（２８）２３６１
☎０２６０（３４）１０６６

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

りんご庁舎２階
こども家庭応援
セ ン タ ー

子 育 て 相 談

教育支援・就学相談

家庭児童相談

内線５３４３

内線５３４２

内線５３０２

市長の留守番電話 ０２６５（２３）８１８１
市民の皆さんの
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。
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